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今週
こんしゅう

は、神
かみ

を知
し

るための教育
きょういく

を受
う

ける者
もの

にとって大事
だいじ

な「教師
きょうし

であるイエス様
さま

」について学
まな

びます。 

教育
きょういく

は教師
きょうし

次第
しだい

（先生
せんせい

次第
しだい

）です。生徒
せいと

がどんなに熱心
ねっしん

で※１意欲
いよく

があっても良
よ

い教師
きょうし

（良
よ

い先生
せんせい

）でなけれ

ば生徒
せいと

は祝福
しゅくふく

されません。イエス様
さま

は神
かみ

の御子
み こ

です。神
かみ

であるイエス様
さま

が、神
かみ

のことを教
おし

えて下
くだ

さるのですから

これ以上
いじょう

の（素晴
す ば

らしい）教師
きょうし

はありません。私達
わたしたち

が救
すく

われるために、救
すく

い主
ぬし

であるイエス様
さま

ご自身
じしん

が救
すく

いの

真理
しんり

、救
すく

いの方法
ほうほう

、救
すく

いの素晴
す ば

らしさ、神
かみ

の愛
あい

を直接
ちょくせつ

教
おし

えて下
くだ

さるのです。イエス様
さま

は、これ以上
いじょう

ない「素
す

晴
ば

らし教師
きょうし

、ふさわしい教師
きょうし

」です。 

 また、教育
きょういく

は生徒
せいと

次第
しだい

です。どんなに教師
きょうし

（先生
せんせい

）が素晴
す ば

らしく熱心
ねっしん

でも、素直
すなお

ではなく、※２偏見
へんけん

をもってい

て、先生
せんせい

の教
おし

えを受
う

け入
い

れず、従
したが

おうともしない生徒
せいと

は祝福
しゅくふく

されません（イエス様
さま

を※３拒
こば

んで十字架
じゅうじか

につけた人
ひと

達
たち

がそうでした）。私達
わたしたち

は、素晴
す ば

らしい教師
きょうし

であるイエス様
さま

の話
はなし

をしっかり聞
き

き、イエス様
さま

の愛
あい

の行
おこな

いをしっ

かり見
み

る良
よ

い生徒
せいと

になりたいと思
おも

います。そして、聞
き

くだけではなく、聞
き

き従
したが

い、教師
きょうし

であるイエス様
さま

を模範
もはん

とし

て見倣
みなら

う（イエス様
さま

のような生
い

き方
かた

を真似
ま ね

する）良
よ

い生徒
せいと

になり、神
かみ

の祝福
しゅくふく

を受
う

けていきたいと思
おも

います。 

※１
いち

意欲
いよく

：やる気
き

 

※２
に

偏見
へんけん

：間違
まちが

った知識
ちしき

により間違
まちが

った見方
みかた

をすること 

※３
さん

拒
こば

んで：受
う

け入
い

れないで 

 

２
に

．日曜日
にちようび

：父
ちち

なる神
かみ

を示
しめ

す（１
いち

） 

神
かみ

の御子
み こ

であるイエス様
さま

が、人間
にんげん

となられた（受肉
じゅにく

された）目的
もくてき

は３
みっ

つあります。 

第１
だいいち

：間違
まちが

って神
かみ

を理解
りかい

して間違
まちが

った生
い

き方
かた

をしている人
ひと

に、神
かみ

を正
ただ

しく現
あらわ

して正
ただ

しい生
い

き方
かた

をしてもらうた

め。 

第２
だいに

：私達
わたしたち

（罪人
つみびと

）を救
すく

うために十字架
じゅうじか

につかれるため。 

第３
だいさん

：イエス様
さま

が神
かみ

の愛
あい

の律法
りつほう

を守
まも

る事
こと

で、私達
わたしたち

も神
かみ

の助
たす

けによって愛
あい

の律法
りつほう

をイエス様
さま

のように守
まも

る事
こと

ができるという励
はげ

ましと模範
もはん

（手本
てほん

）になるため。 

 神
かみ

は「この終
お

わりの時代
じだい

には、御子
み こ

によってわたしたちに語
かた

られました」（ヘブライ人
じん

への手紙
てがみ

 １
いち

： ２
に

）。神
かみ

の

御子
み こ

のイエス様
さま

は、「神
かみ

の栄光
えいこう

の反映
はんえい

であり、神
かみ

の本質
ほんしつ

の完全
かんぜん

な現
あらわ

れ」（同
どう

１
いち

：３
さん

）です。イエス様
さま

は神
かみ

を正
ただ



しく現
あらわ

しています。イエス様
さま

が語
かた

られる言葉
ことば

を聞
き

くと神
かみ

が分
わ

かるのです。また、イエス様
さま

の行
おこな

いを見
み

ると（背中
せなか

で語
かた

られる言葉
ことば

を聞
き

くと）神
かみ

が分
わ

かるのです。神
かみ

は、私達
わたしたち

人間
にんげん

が神
かみ

を正
ただ

しく知
し

る事
こと

ができるように、神
かみ

の御子
み こ

の

イエス様
さま

を私達
わたしたち

と同
おな

じ人間
にんげん

とされたのです。 

 パウロも、イエス様
さま

は「神
かみ

の似
に

姿
すがた

である」と言
い

っています（コリント第２
だいに

、４
よん

：４
よん

）。神
かみ

は私達
わたしたち

がイエス様
さま

を

見
み

ると（見続
みつづ

けると）、イエス様
さま

のお顔
かお

に輝
かがや

く神様
かみさま

の栄光
えいこう

を（愛
あい

の光
ひかり

を）※４悟
さと

る事
こと

ができると言
い

われるのです。 

イエス様
さま

を見
み

て、本当
ほんとう

の神
かみ

が分
わ

かると偽物
にせもの

の神
かみ

が分
わ

かります。本当
ほんとう

の神
かみ

の光
ひかり

に（愛
あい

の光
ひかり

に）照
て

らされ、導
みちび

かれて行
い

くと、偽
いつわ

りである闇
やみ

が分
わ

かるのです。真
まこと

の命
いのち

の光
ひかり

である神
かみ

の光
ひかり

によって、サタンの闇
やみ

に勝利
しょうり

できる

のです。 

※４
よん

悟
さと

る：理解
りかい

する 

 

３
さん

．月曜日
げつようび

：父
ちち

なる神
かみ

を示
しめ

す（２
に

） 

ヨハネ福音書
ふくいんしょ

の１
いち

：１
いち

に「初
はじ

めに言
ことば

（ことば～イエス様
さま

）があった」と書
か

かれています。神
かみ

の心
こころ

とお考
かんが

えを

表
あらわ

す「神
かみ

の言
ことば

（ことば）」であるイエス様
さま

は、誰
だれ

かに造
つく

られたお方
かた

ではありません。永遠
えいえん

の初
はじ

めから存在
そんざい

されて

いるお方
かた

です。永遠
えいえん

の存在
そんざい

である方
かた

は神
かみ

だけです。イエス様
さま

も永遠
えいえん

の存在
そんざい

であるので神
かみ

なのです。 

イエス様
さま

は「（すべての）人間
にんげん

を照
て

らす光
ひかり

」です。私達
わたしたち

人間
にんげん

に、愛
あい

の光
ひかり

、人生
じんせい

の暗闇
くらやみ

を導
みちび

く光
ひかり

を与
あた

えて

下
くだ

さり、どのように歩
あゆ

んでいけば良
よ

いかという正
ただ

しい道
みち

を示
しめ

して下
くだ

さいます。正
ただ

しい生
い

き方
かた

が分
わ

かると、間
ま

違
ちが

い

（偽
いつわ

り）も分
わ

かります。イエス様
さま

は、神
かみ

に造
つく

られて神
かみ

の命
いのち

を生
い

きている「神
かみ

の子
こ

」である私達
わたしたち

人間
にんげん

を、イエス

様
さま

に似
に

た者
もの

に高
たか

めようとして下
くだ

さるためにも人
ひと

となられたのです。 

イエス様
さま

の弟子
で し

のフィリポはイエス様
さま

に、父
ちち

なる神
かみ

を見
み

せて下
くだ

さいと言
い

いました。フィリポはイエス様
さま

と共
とも

にい

て、イエス様
さま

を肉体
にくたい

の目
め

で見
み

ていましたが、信仰
しんこう

の目
め

（霊
れい

の目
め

）で「イエス様
さま

が神
かみ

を現
あらわ

わしている」事
こと

が分
わ

かり

ませんでした。イエス様
さま

は「わたしを見
み

た者
もの

は、父
ちち

を見
み

たのだ」とフィリポに言
い

われました。イエス様
さま

は、山上
さんじょう

の

説教
せつきょう

で「心
こころ

の清
きよ

い人々
ひとびと

は、幸
さいわ

いである、その人
ひと

たちは神
かみ

を見
み

る」（マタイ５
ご

：８
はち

）と言
い

われました。清
きよ

い（聖
せい

なる）お方
かた

であるイエス様
さま

を見続
みつづ

けて、心
こころ

を清
きよ

くしていただくとイエス様
さま

の言葉
ことば

に、働
はたら

きの中
なか

に神
かみ

を見
み

ていく事
こと

ができるのです。 

 

４
よん

．火曜日
かようび

：偉大
いだい

な教師
きょうし

の心
こころ

を読
よ

む 

 パウロはフィリピ２
に

：３
さん

～９
きゅう

でフィリピの信徒
しんと

に「何事
なにごと

も利
り

己
こ

心
しん

や虚栄
きょえい

心
しん

からするのではなく、へりくだって、

互
たが

いに相手
あいて

を自分
じぶん

よりも優
すぐ

れた者
もの

と考
かんが

え、めいめい自分
じぶん

のことだけでなく、他人
たにん

のことにも注意
ちゅうい

を払
はら

いなさい」

と勧
すす

めています。そしてそうする理由
りゆう

を書
か

いています。「キリストは、神
かみ

の身分
じぶん

でありながら・・僕
しもべ

の身分
じぶん

になり、

人間
にんげん

と同
おな

じ者
もの

になられました。・・へりくだって、死
し

に至
いた

るまで、それも十字架
じゅうじか

の死
し

に至
いた

るまで従 順
じゅうじゅん

でした。こ

のため、神
かみ

はキリストを高
たか

く上
あ

げ、あらゆる名
な

にまさる名
な

をお与
あた

えに」なられたからと言
い

うのです。パウロは、イエ

ス様
さま

が（自分
じぶん

達
たち

の教師
きょうし

として）愛
あい

と奉仕
ほうし

と※５謙遜
けんそん

の模範
もはん

を示
しめ

されたのだから、（教師
きょうし

である）イエス様
さま

を見倣
みなら

う良
よ

き生徒
せいと

となるようにとフィリピの信徒
しんと

に期待
きたい

したのです。私達
わたしたち

もフィリピの信徒
しんと

と同
おな

じように、イエス様
さま

を※６模範
もはん



として歩
あゆ

んでいきたいと思
おも

います。 

※５
ご

謙遜
けんそん

：他
ほか

の人
ひと

を敬
うやま

って自分
じぶん

を低
ひく

くすること 

※６
ろく

模範
もはん

：お手
て

本
ほ

 

 

５
ご

．水曜日
すいようび

：偉大
いだい

な教師
きょうし

と和解
わかい

 

 私達
わたしたち

は人間
にんげん

関係
かんけい

がいつも良
よ

い時
とき

ばかりではありません。人間
にんげん

関係
かんけい

が悪
わる

くなった時
とき

には、関係
かんけい

の修
しゅう

復
ふく

（回復
かいふく

・

和解
わかい

・仲直
なかなお

り）が必要
ひつよう

です。お互
たが

い同士
どうし

での修復
しゅうふく

が難
むず

しい時
とき

は誰
だれ

かの助
たす

けが必要
ひつよう

です。また私達
わたしたち

は、神
かみ

との

関係
かんけい

が悪
わる

くなり（罪
つみ

を犯
おか

し）自分
じぶん

の力
ちから

では修復
しゅうふく

（回復
かいふく

・和解
わかい

・仲直
なかなお

り）が難
むずか

しくなった時
とき

に、神
かみ

と私達
わたしたち

と

の間
あいだ

に立
た

って、神
かみ

との関係
かんけい

を修復
しゅうふく

（回
かい

復
ふく

・和
わ

解
かい

・仲
なか

直
なお

り）し和解
わかい

させて下
くだ

さるのがイエス様
さま

です。イエス様
さま

は

私達
わたしたち

の罪
つみ

が赦
ゆる

されるために（私達
わたしたち

を救
すく

うために）十字架
じゅうじか

について下
くだ

さいました。そして、今
いま

は神
かみ

と私達
わたしたち

との

間
あいだ

を※７執
と

り成
な

して下
くだ

さる※８仲
ちゅう

保者
ほしゃ

の働
はたら

きをして下
くだ

さっているのです。この様
よう

に私達
わたしたち

は、イエス様
さま

によって、

神
かみ

と和解
わかい

し、罪
つみ

が赦
ゆる

され、救
すく

われて神
かみ

との関係
かんけい

が修
しゅう

復
ふく

され、神
かみ

と共
とも

に歩
あゆ

めるのです。 

 イエス様
さま

は、山上
さんじょう

の説教
せつきょう

で「平和
へいわ

を実現
じつげん

する人々
ひとびと

は、幸
さいわ

いである、その人
ひと

たちは神
かみ

の子
こ

と呼
よ

ばれる」（マタ

イ５
ご

：９
きゅう

）と言
い

われました。私達
わたしたち

が神
かみ

と和解
わかい

するために（救
すく

われるために）イエス様
さま

が働
はたら

かれたように、他
た

の

人
ひと

達
たち

が神
かみ

と和解
わかい

するために、神
かみ

との平和
へいわ

を～人
ひと

との平和
へいわ

を※９実現
じつげん

するために働
はたら

くように「和解
わかい

のために奉仕
ほうし

する

任務
にんむ

をするように」と願
ねが

っておられます。私達
わたしたち

は教師
きょうし

（先生
せんせい

）であるイエス様
さま

の良
よ

き生
せい

徒
と

（教
おし

え子
ご

）として、先生
せんせい

の働
はたら

きである「和解
わかい

の務
つと

め（奉仕
ほうし

）」をお手伝
てつだ

いしていきたいと思
おも

います。 

※７
なな

執
と

り成
な

して：和解
わかい

できるようにすること 

※８
はち

仲
ちゅう

保者
ほしゃ

：神
かみ

と人間
にんげん

の間
あいだ

を和解
わかい

する者
もの

 

※９
きゅう

実現
じつげん

する：現
あらわ

れる 

 

６
ろく

．木曜日
もくようび

：偉大
いだい

な教師
きょうし

の最初
さいしょ

の教
おし

え子
ご

たち 

 偉大
いだい

な神
かみ

の教師
きょうし

であるイエス様
さま

の最初
さいしょ

の教
おし

え子
ご

（生徒
せいと

）は１２
じゅうに

弟子
で し

ではなく、イエス様
さま

の両親
りょうしん

となるヨセフと

マリアと言
い

えるでしょう。ヨセフもマリアも天使
てんし

の声
こえ

を聞
き

く「信仰
しんこう

の耳
みみ

」を持
も

っていました。そして、聞
き

くだけでは

なくその言葉
ことば

を「受
う

け入
い

れ従
したが

う心
こころ

」を持
も

っていました。また、イエス様
さま

が誕生
たんじょう

された時
とき

にやって来
き

た羊
ひつじ

飼
か

い達
たち

や東
ひがし

から来
き

た博士
はかせ

達
たち

は、「貧
まず

しく幼
おさな

い、飼
か

い葉
ば

おけに寝
ね

ておられるイエス様
さま

」を「聖書
せいしょ

が預言
よげん

した救
すく

い主
ぬし

である」

と信
しん

じ礼拝
れいはい

する「信仰
しんこう

の目
め

、礼拝
れいはい

する心
こころ

」を持
も

っていました。博士
はかせ

たちは「真理
しんり

を求
もと

める心
こころ

」を持
も

ち続
つづ

けて救
すく

い主
ぬし

に出会
で あ

いました。羊飼
ひつじか

い達
たち

は、この幼子
おさなご

が天使
てんし

が言
い

われた通
とお

りの「主
しゅ

メシアである」と人々
ひとびと

に伝
つた

える「伝道
でんどう

の心
こころ

、伝道
でんどう

の声
こえ

」を持
も

っていました。聞
き

いた人
ひと

たちは、不思議
ふ し ぎ

に思
おも

いましたが信
しん

じませんでした。メシア（救
すく

い

主
ぬし

）はベツレヘムに生
う

まれると、旧約
きゅうやく

聖書
せいしょ

に預言
よげん

されている事
こと

を人
ひと

に教
おし

えるくらいに知
し

っていた律
りつ

法
ぽう

学者
がくしゃ

達
たち

も、

イエス様
さま

を礼拝
れいはい

するために出
で

かけて行
い

きませんでした。彼
かれ

らは神
かみ

の知識
ちしき

は人
ひと

に教
おし

える事
こと

はできても、イエス様
さま

に教
おし

えられ素直
すなお

に信
しん

じ従
したが

うイエス様
さま

の良
よ

き生徒
せいと

ではなかったのです。 
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一般
いっぱん

の教
きょう

育
いく

の目標
もくひょう

は「自分
じぶん

で考
かんが

え、自分
じぶん

で行動
こうどう

し、自分
じぶん

で責任
せきにん

を取
と

る～自立
じりつ

した人間
にんげん

になる事
こと

」と言
い

われ

ます。よく「神
かみ

なき教育
きょういく

は、賢
かしこ

い悪魔
あくま

をつくる」と言
い

われます。現代
げんだい

の世界
せかい

の混乱
こんらん

と家庭
かてい

の不和
ふ わ

と悲
かな

しみは「神
かみ

なき教育
きょういく

」にあるのではないでしょうか。 

キリスト教
きょう

教育
きょういく

の目標
もくひょう

は、「聖書
せいしょ

に証
あか

しされている～救
すく

い主
ぬし

であり（教師
きょうし

であり）愛
あい

の生
い

き方
かた

をされたイ

エス様
さま

を～知識
ちしき

で、心
こころ

で、 魂
たましい

で、行
おこな

いで、生活
せいかつ

の中
なか

で知
し

り～イエス様
さま

のように神
かみ

と共
とも

に生
い

きる人
ひと

となる事
こと

～

神
かみ

を愛
あい

し、自分
じぶん

を愛
あい

し、隣人
りんじん

を愛
あい

していく人
ひと

になる事
こと

」なのではないでしょうか。 

イエス様
さま

は、十字架
じゅうじか

の前夜
ぜんや

に弟子
で し

達
たち

にこう言
い

われました。「あなたがたに新
あたら

しい掟
おきて

を与
あた

える。互
たが

いに愛
あい

し合
あ

い

なさい。わたしがあなたがたを愛
あい

したように、あなたがたも互
たが

いに愛
あい

し合
あ

いなさい。互
たが

いに愛
あい

し合
あ

うならば、それ

によってあなたがたがわたしの弟子
で し

であることを、皆
みな

が知
し

るようになる。」（ヨハネ１３
じゅうさん

：３ ４
さんじゅうよ

，３ ５
さんじゅうご

）。 

イエス様
さま

を、イエス様
さま

の愛
あい

をさらに良
よ

く知
し

り、良
よ

く学
まな

び、教
おし

えに従
したが

う～偉大
いだい

な教師
きょうし

であるイエス様
さま

に似
に

る「イ

エス様
さま

の良
よ

き生徒
せいと

（イエス様
さま

の弟子
で し

）」として歩
あゆ

んでいきたいと思
おも

います。 

 


